
投
資
の
際
は
リ
ス
ク
を
分

散
さ
せ
る
べ
き
と
い
う
株

式
相
場
の
格
言
に「
●
●

●
は
一
つ
の
カ
ゴ
に
盛
る

な
」と
い
う
も
の
が
あ
る

よ
。
●
●
●
に
入
る
、
食

べ
物
は
？

振り返り!実践 !経済授業
四天王寺東中学校

成田裕政先生

桐蔭学園中等教育学校

郡司直孝先生

大阪府立三国丘高等学校

大塚雅之先生

東京都立狛江高等学校

岩澤未奈先生

レインボーニュースで振り返る
金融経済トピック18年
連載コラムで見る
金融経済トピック今昔

ニュースの伝え方

株価が
過去最高になった理由

経済のメガネで
いろいろな教科を見てみよう!
情報量も精度も大きく向上
コンビニなどの
新規出店に欠かせない
エリアマーケティングとは?

暮らしで学ぶ経済

授業で
NISAを取り上げるときに
生徒たちに
伝えてほしいこと

投
資
の
際
は
リ
ス
ク
を
分

マスコット
キャラクター
「とうしくん」



レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ュ
ー
ス
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
︑
2
0
0
6
年
の
こ
と
で
す
︒

日
本
を
は
じ
め
︑
世
界
中
で
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
始

め
た
こ
ろ
で
し
た
︒
そ
れ
か
ら
18
年
︑
世
界
の
変
化
は
著
し
く
︑
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
を
経
て
︑
金
融
経
済
教
育
の
重
要
性
は
さ
ら
に
高
ま
り
続
け
て
い
ま
す
︒

2011年 2007年2009年

2012年2013年2015年 2008年 2006年2010年

レ
イ
ン
ボ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で
振
り
返
る

金
融
経
済
ト
ピ
ッ
ク
18
年

東
日
本
大
震
災

円
が
一
時
1
ド
ル
75
円
台
、史
上
最
高
値
を
更
新

3
月

10
月

ギ
リ
シ
ャ
金
融
危
機

ア
メ
リ
カ
F
R
B
が
ゼ
ロ
金
利
政
策
解
除

10
月

12
月

新
潟
県
中
越
沖
地
震

郵
政
民
営
化

7
月

10
月

日
銀
が
量
的
・
質
的
金
融
緩
和

（
異
次
元
の
金
融
緩
和
）の
導
入
を
開
始

4
月

円
高
で
日
銀
6
年
ぶ
り
に

市
場
介
入
、

ゼ
ロ
金
利
復
活

9
月

自
民
党
が
政
権
復
帰
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
開
始

12
月

日
経
平
均
株
価
が

バ
ブ
ル
後
最
安
値
に

自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
政
権
交
代

3
月

9
月

日
銀
が

量
的
緩
和
政
策
を
解
除

3
月

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

9
月

N
I
S
A
開
始

消
費
税
が
5
％
か
ら
8
％
に
引
き
上
げ

1
月

4
月

日
銀
、マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
発
表

熊
本
地
震

2014年

2001年から実施された量的緩和政策は、
2006年に一度解除。ところがその後のリー
マンショックによるデフレからの脱却を目指し、
2013年から日本銀行は量的・質的金融緩
和政策（異次元の金融緩和）を開始した。

量
的
緩
和

税金を納める人と支払う人が違う「間接
税」の消費税。1989年に3％で導入され、
1997年に 5％、2014年に 8％、そして
2019年に現在の10％に税率が引き上げら
れた。

消
費
税
の
基
礎
知
識
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2024年

2017年

米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
就
任

1
月

2023年

5
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
5
類
へ
移
行

2018年

成
年
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
改
正
民
法
成
立

訪
日
外
国
人
が
3
0
0
0
万
人
突
破

6
月

12
月

2021年

米
国
バ
イ
デ
ン
大
統
領
就
任

東
京
五
輪
・
パ
ラ
五
輪
が
開
催

7
月

1
月

2019年

令
和
に
改
元

ア
メ
リ
カ
F
R
B
が
10
年
ぶ
り
の
利
下
げ

消
費
税
が
8
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ

7
月

5
月

10
月

2022年

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻

F
R
B
が
再
び
ゼ
ロ
金
利
を
解
除
し
、

利
上
げ
を
決
定

3
月

2
月

能
登
半
島
地
震

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
開
始

日
経
平
均
株
価
が

バ
ブ
ル
景
気
時
に
つ
け
た

史
上
最
高
値
を
約
34
年
ぶ
り
に
更
新

1
月

2
月

2020年

イ
ギ
リ
ス
が
E
U
離
脱

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
流
行
で

W
H
O
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言

ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
再
び
ゼ
ロ
金
利
政
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

緊
急
事
態
宣
言
発
出

1
月

3
月

4
月

2016年

日
銀
、マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
発
表

熊
本
地
震

1
月

4
月

QRコード決済市場への各社の参入が進ん
だ。2018年のコード決済比率は0.1％だっ
たが、2022年は2.6％と着実に伸びている。
※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録
商標です

Q
R
コ
ー
ド
決
済

インターネット上で不特定多数の人から経済
的支援を募る新しい資金調達の仕組みは、
2011年の東日本大震災を機に身近なもの
となってきている。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
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排
出
量
取
引

外
国
人
に
人
気
の
意
外
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

連 載コラムで見る

金
融
経
済
ト
ピ
ッ
ク
今
昔

『レインボーニュース』では創刊以来、
金融経済教育に役立つ情報やトピックスを取り上げてきました。

誌面で取り上げた当時と比べ、どのような変化があったのか
連載記事の一部を振り返ってみましょう。

業
は
そ
れ
に
よ
っ
て
利
益
を
得
ら
れ
、

ま
た
購
入
す
る
企
業
は
自
社
の
排

出
量
を
相
殺
で
き
ま
す
。
市
場
の
動

向
で
排
出
量
価
格
が
上
が
れ
ば
、
企

業
が
脱
炭
素
化
を
進
め
る

メ
リ
ッ
ト
に
も
な
り
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
近

づ
く
仕
組
み
で
す
。

【
先
生
お
し
え
て
】
は
創
刊
号
か
ら

始
ま
っ
た
連
載
で
、「
M
＆
A
」、「
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
」、「
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
」
な
ど
、
そ
の
時
々
の
ト

レ
ン
ド
ワ
ー
ド
を
解
説
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
に
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ

は
「
排
出
量
取
引
」。
欧
州
連
合

（
E
U
）
で
は
２
０
０
５
年
に
す
で

に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
取
引
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
に
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
で

は
２
０
２
３
年
10
月
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
売
買
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
東
京
証
券
取
引
所

が
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
を

開
設
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販
売
す
る
企

北
海
道
の
歌
登
な
ど
。
前
年
の
２
０

１
３
年
に
は
訪
日
外
国
人
が
１
０

０
０
万
人
に
達
し
、
２
０
２
０
年
に
向

け
て
政
府
は
倍
増
さ
せ
る
計
画
で
し

た
。
実
際
は
計
画
を
大
幅
に
上
回
り
、

２
０
１
９
年
に
は
３
１
８
８
万
人
を

達
成
。
そ
の
後
コ
ロ
ナ
禍
で
の
落
ち

込
み
が
あ
り
ま
し
た
が
２
０
２
３
年

【
授
業
で
使
え
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
︼
で

は
、
生
徒
が
興
味
を
持
ち
そ
う
な
経

済
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
提
供
。
２
０
１
４

年
に
は
「
外
国
人
に
人
気
の
意
外
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

記
事
内
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
時
速

３
０
０
キ
ロ
で
新
幹
線
が
通
過
す
る

姫
路
駅
、
冬
の
日
本
を
体
感
で
き
る

に
は
２
５
０
６
万
人
ま
で
回
復
し
ま

し
た
。
大
都
市
圏
だ
け
で
な
く
地
方

へ
の
観
光
客
の
誘
致
も
進
ん
だ
一
方

で
、
観
光
地
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を

超
え
て
観
光
客
が
集
ま
り
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

い
う
新
た
な
課
題
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

【
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
を
深
掘
り

考
え
て
み
よ
う
！
】
で
は
、
社
会
問

題
の
う
ち
１
テ
ー
マ
を
授
業
で
ど
の

よ
う
に
掘
り
下
げ
ら
れ
る
か
を
誌
面

で
例
示
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
に

は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
を
取
り
上

げ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
利
便
性
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
深
刻
な
海
洋

汚
染
、
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃

止
へ
の
動
き
、
と
い
う
三
つ
の
深
掘

り
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
動
き
は

加
速
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
の

レ
ジ
袋
有
料
化
に
続
き
、
２
０
２
２

年
４
月
に
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
そ

も
そ
も
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
設
計

す
る
」
と
い
う
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
経
済
）
の
考
え
方

が
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
ラ
ベ
ル

レ
ス
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
へ

の
理
解
が
浸
透
す
る
な
ど
、

私
た
ち
の
意
識
の
変
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
　

38Vol.

　
外
国
人
に
人
気
の
意
外
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
　

24Vol.

　
排
出
量
取
引
　

金
融
経
済
ト
ピ
ッ
ク
今
昔

7Vol.
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成田裕政先生
（四天王寺東中学校）

実践 ! 経済授業
『レインボーニュース』では、創刊号から教育現場で先生方が取り組
んでいるユニークな金融経済授業をさまざまな形で紹介してきまし
た。そこで、誌面にご登場いただいたことのある4人の先生方に、
取り組んできた授業への思いや手応え、印象に残った他校の授業な
どを振り返っていただきました。

全10回の授業のうち6回をゲーム制作にあ
てた。ルールは①ゲームのコマ数は20～60
代の年代ごとにそれぞれ8コマ、②必ずス
トップしなければならない共通イベントと
して「結婚」「出産」「住宅購入」「子どもの教
育」「定年退職」「年金受給」のコマを入れる、
③コマ数は全46コマ（スタートとゴールは
除く）。紙幣の制作にできるだけ手間がかか
らないよう、やりとりするお金は100万円単
位。そのほかは項目内容、タイトルなどす
べて自由とした。

い
て
会
話
を
す
る
機
会
は
な
か
な
か

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
経
済
分
野
に

お
け
る
実
践
授
業
を
き
っ
か
け
に
、

休
み
時
間
に
生
徒
た
ち
が
そ
の
よ
う

な
会
話
を
し
て
い
る
の
を
耳
に
す
る

機
会
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
で

も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
」物

価
高
騰
や
成
年
年
齢
引
き
下

げ
、
日
経
平
均
株
価
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な

ど
、
日
常
生
活
に
あ
る
経
済
事
象
を

体
感
し
な
が
ら
生
き
た
経
済
を
学
ぶ

こ
と
は
、
成
人
と
な
り
世
の
中
に
出

て
い
く
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
こ
と
、
と
成
田
先
生
は
言
い

ま
す
。

人
生
が
テ
ー
マ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
制
作
す
る
授
業
を
紹
介
し
て
く
れ

た
の
は
、
四
天
王
寺
東
中
学
校
の
成

田
裕
政
先
生
。
事
前
学
習
と
し
て
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
必
要
な
費
用
を
資

料
な
ど
で
学
ん
だ
あ
と
、
生
徒
た
ち

は
５
人
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
全
46
コ

マ
の
ゲ
ー
ム
を
作
成
し
ま
す
。
公
民

的
分
野
の
学
習
の
集
大
成
と
し
て
、

中
学
３
年
生
の
授
業
で
取
り
組
ん
だ

も
の
で
す
。

こ
う
し
た
経
済
分
野
に
お
け
る
実

践
授
業
が
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
、
成
田
先
生

は
こ
う
話
し
ま
す
。

「
例
え
ば
先
日
、
日
経
平
均
株
価
が

史
上
最
高
値
に
な
り
ま
し
た
が
、
同

年
代
の
生
徒
同
士
が
経
済
事
象
に
つ

振り
返り!

授
業
を
き
っ
か
け
に
生
徒
た
ち
が

「
経
済
」を
話
題
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

Vol.39
（2019年）
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郡司直孝先生
（桐蔭学園中等教育学校）

1コマ単位の細切れ授業
で教科書の内容を学ぶの
ではなく、複数の内容を
ひとまとまりの学習と捉
え、6～8コマの授業時数
を使った。授業ごとに、
各自の意見と理由を記述
したうえでキーワードなどを赤字でマークさせた。生徒に自分自身の問題意識を
把握させることで、授業が進むにつれて考え方や意見が変わる軌跡を意識したり、
他の生徒との議論で考えを深めたりする傾向が見受けられた。

　郡司先生は2021年度に北海道教育大学・函館財務事務所とともに新たな授業を
開発したそうです。内容は、3人の学生が立候補者を演じてそれぞれの政策を演説し、誰に投票
するかを生徒同士でディスカッションするというもの。立候補者の政策は、財政に関する内容を
多様に盛り込んだものを、財務事務所の担当者と大学教員、学生、郡司先生が考えました。
「18歳選挙権を見据えて、単に『選挙に行きましょう』というだけではなく、『選挙に参加して、
自分が考える最もふさわしい候補者に投票できるようになる』ことを目指しました」（郡司先生）

よ
る
説
明
、
生
徒
同
士
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
へ
記
入
と
い
う
３
段
階
で

構
成
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
授
業
が

進
む
に
つ
れ
て
考
え
方
や
意
見
が
変

わ
る
変
遷
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
な

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
し
た
そ
う
で
す
。

郡
司
先
生
が
社
会
科
・
公
民
的
分

野
の
授
業
で
特
に
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
二
つ
。
政
治
分
野
や
経
済
分

野
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
入
り
口
に
、
生

徒
が
教
科
書
の
内
容
を
実
社
会
と
関

連
さ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
に
対
す
る
自

分
の
意
見
を
持
つ
こ
と
で
す
。

「
特
に
、
自
分
の
意
見
を
持
つ
た
め

に
は
、
他
者
と
の
議
論
が
不
可
欠
で

す
し
、
自
分
の
意
見
が
変
わ
る
こ
と

に
躊
躇
し
な
い
態
度
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
」（
郡
司
先
生
）

複
数
の
授
業
時
間
を
貫
く
課
題
で

同
じ
問
い
を
考
え
続
け
る
か
ら
こ
そ
、

立
場
や
理
由
・
根
拠
の
移
り
変
わ
り

が
明
確
に
な
り
、
学
ぶ
こ
と
の
意
義

を
生
徒
自
身
が
体
験
で
き
ま
す
。

前
出
の
成
田
先
生
も
「『
問
い
』
次

北
海
道
教
育
大
学
附
属
函
館
中

学
校
の
郡
司
直
孝
先
生
（
現
在
は
桐

蔭
学
園
中
等
教
育
学
校
に
勤
務
）
が

紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
２
０
１
５
、

16
年
度
に
行
っ
た
「
単
元
を
貫
く
学

習
」
で
す
。
単
元
を
貫
く
学
習
と
い

う
考
え
方
は
、
当
時
ま
だ
珍
し
か
っ

た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
学
習
を
通
じ

て
問
い
を
立
て
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
た
、
と

そ
の
意
図
を
語
り
ま
す
。

例
え
ば
、
単
元
を
貫
く
学
習
課
題

と
し
て
設
定
し
た
テ
ー
マ
「
消
費
税

率
22
％
へ
の
引
き
上
げ
に
賛
成
か
、

条
件
付
き
賛
成
か
、
反
対
か
」
で
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
果
た
す
役
割
、

財
政
・
租
税
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ま
す
。
授
業
は
、
先
生
に

第
で
確
実
に
生
徒
の
興
味
・
関
心
を

引
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
深
い
学
び

に
も
つ
な
が
り
ま
す
」な
ど
、「
問
い
」

を
ど
う
立
て
る
の
か
、
普
段
か
ら
意

識
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

こんな授業も行いました

一
つ
の
テ
ー
マ
を
考
え
続
け
る
こ
と
で

学
び
の
意
義
を
生
徒
が
体
感
で
き
る

Vol.38
（2018年）
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大塚雅之先生
（大阪府立三国丘高等学校）

「公共」で示された13の主題のうち、「市場経済の機能と
限界」「職業選択」「金融の働き」の三つを絡めて構成。生
徒たちにとって馴染みのあるお菓子を例にした交換ゲー
ムは、「最初の状態と交換をした場合では、どのような結
果の差が生まれたか?」「どのような生産の仕方が有効だと
感じたか?」を振り返り、社会は分業と交換によってWin-
Win の関係が成り立っていることを学んだ。

ポ
イ
ン
ト
は
「
不
確
実
性
を
残
す
こ

と
」
だ
と
言
い
ま
す
。

「
ゲ
ー
ム
な
ど
を
取
り
入
れ
た
授
業

は
、
こ
ち
ら
の
思
い
通
り
の
結
果
に

な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

す
べ
て
が
計
画
通
り
の
予
定
調
和
な

も
の
よ
り
も
、
不
確
実
性
が
残
る
授

業
の
ほ
う
が
生
徒
は
熱
心
に
取
り
組

ん
で
く
れ
ま
す
」（
大
塚
先
生
）

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
の
大

塚
雅
之
先
生
は
、
ゲ
ー
ム
要
素
を
取

り
入
れ
た
授
業
を
紹
介
し
て
く
れ
ま

し
た
。
分
業
と
交
換
ゲ
ー
ム
、
貸
付

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
社
会
的
分

業
の
意
味
や
金
利
の
仕
組
み
な
ど
を

理
解
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

授
業
に
ゲ
ー
ム
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
理
由
に
つ
い

て
、
大
塚
先
生
は
こ
う
話
し
ま
す
。

「
経
済
の
仕
組
み
は
複
雑
で
生
徒
に

と
っ
て
身
近
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
座
学
だ
け
で
は
う
わ
べ
の
理
解

に
留
ま
り
が
ち
で
す
。
ゲ
ー
ム
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
通
し
て
、
腑
に
落
ち
る
体
験
を

さ
せ
ら
れ
ま
す
」（
大
塚
先
生
）

さ
ら
に
、
授
業
を
活
性
化
さ
せ
る

不
確
実
性
を
残
し
た
体
験
で

授
業
を
活
性
化
さ
せ
る

Vol.41
（2019年）
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岩澤未奈先生
（東京都立狛江高等学校）

授業で話す内容や質問をす
るタイミング、役割分担など
大まかな流れを作って2人で
確認し、そこに肉づけをし
て授業を行った。先生方の
スケジュールが合うのは週
に1コマか2コマ。授業の進
度や試験までの授業数など
を考えると、連携授業を行
えるのは年に1回だったが、
生活実践の面からは岩澤先
生が、社会の仕組み・制度
の面からは公民科の先生が
教えるという役割分担を明
確にして授業を行った。

る
形
で
進
み
ま
し
た
。

岩
澤
先
生
が
こ
う
し
た
経
済
の
実

践
授
業
を
行
う
背
景
に
は
、
生
徒
た

ち
に
「
見
通
し
を
持
っ
て
生
き
る
こ

と
」
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
、
と
い
う

思
い
が
あ
る
そ
う
。

「
夢
や
目
標
を
叶
え
る
た
め
、
安
心

し
て
人
生
を
設
計
す
る
た
め
に
金
融

経
済
の
正
し
い
知
識
が
必
要
で
す
。

経
済
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、

実
践
す
る
た
め
に
意
義
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」（
岩
澤
先
生
）

教
科
間
連
携
を
行
う
に
当
た
っ
て

大
変
だ
っ
た
の
は
、
２
人
の
先
生
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
教
員
同
士
が
日
常
的
に
情
報
を

共
有
し
て
進
め
方
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
分
、
実
現
す
る
と
手
応
え
も
大

き
い
よ
う
で
す
。

「
他
教
科
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
に
よ
っ

て
、
生
徒
が
金
融
を
多
面
的
に
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」
と
、
岩
澤
先
生
は
そ
の
価
値
を

語
り
ま
す
。

家
庭
科
と
公
民
科
の
教
科
間
連
携

の
授
業
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
東

京
都
立
国
際
高
等
学
校
の
岩
澤
未

奈
先
生
（
現
在
は
東
京
都
立
狛
江
高

等
学
校
に
勤
務
）。

教
員
の
専
門
性
を
活
か
し
、
共
通

の
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
教
え
る
授
業

は
、「
関
連
す
る
部
分
が
多
い
教
科

同
士
な
の
で
、
連
携
す
れ
ば
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
内
容
に
な
る
と
感
じ

ま
し
た
」（
前
出
の
大
塚
先
生
）
な
ど
、

他
の
先
生
方
か
ら
も
高
い
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

授
業
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
資
産

形
成
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
も
の

で
、
40
分
の
授
業
の
う
ち
最
初
と
最

後
の
10
分
を
岩
澤
先
生
が
担
当
、
間

の
20
分
を
公
民
科
の
先
生
が
担
当
す

同
じ
く
「
教
科
間
連
携
を
数
年
前

か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
」
と
い
う
前

出
の
成
田
先
生
も
、「
教
科
間
連
携

は
生
徒
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
り
ま

す
が
、
教
員
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
と
思
い
ま

す
」
と
言
い
ま
す
。

岩
澤
先
生
は
、
そ
の
後
も
英
語
科

と
コ
ラ
ボ
し
た
り
、
外
部
機
関
と
連

携
し
た
り
し
て
積
極
的
に
コ
ラ
ボ
授

業
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

家
庭
科
・
公
民
科
の
連
携
授
業
で

共
通
の
テ
ー
マ
を
多
角
的
に
教
え
る

Vol.46
（2021年）

Rainbow News Vol.55 8



ル
四
方
に
な
り
、
き
め
細
か
な
デ
ー

タ
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
５
年
に
１
度
の
国
勢
調

査
の
統
計
デ
ー
タ
に
加
え
、
毎
年
更

新
さ
れ
る
住
民
基
本
台
帳
を
ベ
ー
ス

に
し
た
デ
ー
タ
も
活
用
さ
れ
て
お
り
、

情
報
の
鮮
度
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位

置
情
報
か
ら
人
の
動
き
が
曜
日
や
時

間
帯
で
わ
か
る
人
流
デ
ー
タ
な
ど
も

取
得
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
特

定
の
場
所
に
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

の
居
住
地
や
勤
務
地
の
場
所
な
ど
が

わ
か
り
、
今
ま
で
以
上
に
精
緻
な
分

析
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
膨
大
な
デ
ー
タ
の
意
味
を

ど
う
捉
え
、
ど
う
活
用
す
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
デ
ー
タ
を
分
析
で
き
る
人
材

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
小
売
業
だ
け
で

な
く
、
メ
ー
カ
ー
も
エ
リ
ア
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
あ
る
都
市
で
は
居
住
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
購
入
す
る
お
酒
の
種
類
が

大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
飲
料
メ
ー
カ
ー
は
地

域
ご
と
の
消
費
デ
ー
タ
を
小
売
店
に

提
示
し
て
陳
列
商
品
の
割
合
を
変
え

る
な
ど
、
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
役
立

て
て
い
ま
す
。
商
品
を
ほ
し
い
人
の

地
域
に
合
わ
せ
て
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
戦
略
を
「
エ
リ
ア

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
い
ま
す
。

例
え
ば
東
日
本
で
は
豚
肉
、
西
日
本

で
は
牛
肉
の
消
費
量
が
多
い
な
ど
味

の
好
み
が
異
な
る
た
め
、
東
西
で
味

を
変
え
て
販
売
す
る
食
品
も
実
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
に
よ

り
家
計
消
費
や
個
人
消
費
の
市
場
は

飽
和
状
態
に
あ
り
、
流
通
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
、
飲
食
業
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
業
界
で
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
象
徴
す
る
例
が
、
コ
ン
ビ

ニ
業
界
で
す
。
新
規
出
店
の
際
に
は

必
ず
周
辺
デ
ー
タ
を
精
査
し
、
採
算

が
と
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
ま
す
。

弊
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

出
店
候
補
地
を
地
図
上
で
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
コ
ン
ビ
ニ
の
商
圏
と
い
わ
れ

る
半
径
３
５
０
メ
ー
ト
ル
範
囲
の
年

代
別
人
口
や
世
帯
収
入
分
布
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
瞬
時
に
表
示

さ
れ
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
を
出
店
す
る

際
に
は
こ
う
し
た
情
報
と
コ
ン
ビ
ニ

各
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
過
去
の
実
績
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
、
新
規
店
舗
が
事

業
と
し
て
成
り
立
つ
か
を
総
合
的
に

判
断
し
て
い
る
の
で
す
。

エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
使
用

す
る
デ
ー
タ
の
種
類
や
精
度
も
変
化

し
て
い
ま
す
。
以
前
は
総
務
省
が
１

キ
ロ
四
方
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
１
２
５
メ
ー
ト

と
こ
ろ
へ
無
駄
な
く
届
け
る
こ
と
で
、

結
果
的
に
エ
リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

は
消
費
者
の
利
便
性
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
ネ
ッ
ト
ス
ー

パ
ー
、
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
充
実
に
よ
っ
て
、
実
際
の
店
舗
は

変
革
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
日
本
の
流
通
・
小
売
業
界
は

ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
参

考
に
出
店
し
て
商
圏
を
作
り
、
成
長

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
店

を
作
る
だ
け
で
人
が
来
て
く
れ
る
時

代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

商
品
を
売
る
に
は
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ

リ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
は
今

後
、
さ
ら
に
増
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

横田  渉（よこた・わたる）

株式会社ゼンリンマーケティングソリューショ
ンズ取締役 クリエイティブ本部 本部長
ゼンリングループのマーケティング会社とし
て2020年に設立。ゼンリンによる地図情報
を活用したマーケティングソリューションの
提供、企業向け業務支援ソリューションの提
供などを行っている。

情報量も精度も大きく向上
コンビニなどの
新規出店に欠かせない
エリアマーケティングとは ?

経済のメガネで
いろいろな教科を見てみよう！

地
理

経
済

同社のサービスでは、人口、人流、年収の高低、自社店舗や競合店の配
置など、新規出店や販売促進に欠かせない情報を可視化・分析できる

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
て

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
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レインボーコラム

18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
口
座
を
開
設
で

き
る
こ
と
、
少
額
で
始
め
ら
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
興
味
を
持
つ
生
徒
も

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、

授
業
の
目
的
は
投
資
を
勧
め
る
こ
と

で
は
な
く
、
投
資
に
関
す
る
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
経

済
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

お
金
は
人
の
体
内
を
め
ぐ
る
血
液

の
よ
う
な
も
の
で
、
国
の
経
済
や
国

民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、

そ
の
流
れ
を
滞
ら
せ
ず
、
必
要
な
場

所
に
行
き
渡
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
授
業
を
通
じ
て
、
暮

ら
し
の
な
か
で
行
う
投
資
や
預
貯
金
、

買
い
物
が
、
お
金
の
流
れ
の
一
部
だ

と
生
徒
が
理
解
す
る
こ
と
、
経
済
に

対
す
る
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
が
、

自
立
し
た
社
会
人
と
し
て
生
き
る
第

一
歩
に
な
る
と
願
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
1
月
か
ら
新
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投

資
非
課
税
制
度
）。
旧
制
度
か
ら
の

変
更
点
や
新
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
で
も
よ
く

解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
、
何
と
な
く

知
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
校
の
家
計
管
理
や
生

活
設
計
に
つ
い
て
の
授
業
な
ど
で
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
の
話
題
を
取
り
上
げ
る
場
合

は
、
そ
も
そ
も
何
の
た
め
に
投
資
を

す
る
の
か
と
い
っ
た
話
か
ら
順
を

追
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

投
資
は
、
お
金
の
価
値
を
保
つ
手
段

の
一
つ
で
す
。
物
価
の
上
昇
率
が
年

約
２
％
だ
と
、
１
０
０
万
円
の
モ
ノ

が
10
年
後
に
は
約
１
２
２
万
円
に
な

る
と
い
う
こ
と
。
現
金
の
ま
ま
に
し

て
お
く
な
ど
何
も
し
な
い
と
、
今
の

お
金
の
価
値
は
将
来
下
が
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
物
価
の
上
昇
率
に
負
け

な
い
よ
う
に
お
金
を
増
や
し
て
い
く

た
め
の
一
つ
の
方
法
が
投
資
で
あ
り
、

投
資
の
際
に
利
用
で
き
る
制
度
の
一

つ
が
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
す
。
授
業
で
は
こ

こ
ま
で
を
一
つ
の
流
れ
と
し
て
説
明

す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
１
月
１
日
の
時
点
で

監修／泉 美智子（いずみ・みちこ）

子どもの環境・経済教育研究室代表。
ファイナンシャル・プランナー。『12
歳の少女が見つけたお金のしくみ』

（宝島社）ほか著書・監修多数。

授
業
で
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
取
り
上
げ
る
と
き
に

生
徒
た
ち
に
伝
え
て
ほ
し
い
こ
と
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朝日新聞　2024年3月23日  朝刊
承諾番号：24-1242
朝日新聞社　無断複製転載を禁じます。

ただし、学校において、授業のために使用する場合は、
複製してこの記事をご利用いただくことができます

今
年
に
入
っ
て
日
経
平
均
株
価
が

史
上
最
高
値
を
更
新
し
ま
し
た
。
株

価
上
昇
の
主
な
理
由
は
四
つ
あ
り
ま

す
。ま

ず
日
本
企
業
の
業
績
が
比
較
的

良
い
こ
と
で
す
。
製
品
の
値
上
げ
、

円
安
に
よ
る
輸
出
企
業
の
採
算
向
上
、

好
調
な
ア
メ
リ
カ
経
済
な
ど
が
影
響

し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
理
由
は
、
物
価
も
賃
金

も
上
が
り
、
イ
ン
フ
レ
の
好
循
環
に

入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。
デ
フ
レ

か
ら
イ
ン
フ
レ
に
移
行
す
る
と
株
価

も
上
昇
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
株
価
が
割
安
か
割
高

か
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
Ｐ
Ｂ
Ｒ

を
改
善
す
る
よ
う
東
証
が
要
請
し
た

こ
と
な
ど
を
受
け
、
企
業
が
自
社
株

買
い
や
配
当
金
を
増
や
す
な
ど
企
業

価
値
向
上
に
取
り
組
み
、
こ
れ
を
評

価
し
て
外
国
人
投
資
家
の
日
本
株
買

い
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
今
年
１
月
か
ら
新
し
い
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）

が
始
ま
っ
た
こ
と
が
四
つ
目
の
理
由

で
す
。
こ
れ
ま
で
投
資
を
し
て
い
な

か
っ
た
新
し
い
投
資
家
層
が
市
場
に

参
入
し
て
き
て
い
ま
す
。

株
価
上
昇
は
日
本
経
済
が
上
向
い

て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
す
。
30
年
近

く
続
い
た
デ
フ
レ
が
イ
ン
フ
レ
に
変

わ
り
つ
つ
あ
り
、
企
業
は
投
資
に
積

極
的
な
の
で
、
し
ば
ら
く
こ
の
流
れ

が
続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
企
業
業
績
の
実
態
以
上
に

株
価
が
上
昇
す
る
と
、
急
激
な
下
落

を
招
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
後
も
日
本
や

ア
メ
リ
カ
の
金
融
政
策
、
世
界
経
済

の
動
向
に
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

株
価
が
過
去
最
高
に
な
っ
た
理
由

監修／一色 清（いっしき・きよし）

ジャーナリスト。朝日新聞社の
経済部記者、アエラ編集長、テ
レビ朝日「報道ステーション」
コメンテーターなどの立場で
ニュースと向き合ってきた。

  ① 日経平均株価とは  
日本の株式市場の全体の値動きを示す代表的な指標の一つで、日本経済新
聞社が公表している。持続的な成長と中長期的な企業価値の向上にコミッ
トする企業向けの東京証券取引所プライム市場の約1600社のうち225社
を選定し、その株価をもとに算出される。他の代表的な指標に東証株価指数
（TOPIX）がある。

  ② いつ以来の高値なのか   
バブル経済の絶頂期だった1989年末の日経平均株価の最高値3万8915円を
34年ぶりに更新した。その後バブル経済は崩壊し、物価が上がらないデフ
レ経済が長く続いて株価は低迷。リーマンショック後の2008年10月には
7000円を割り、最安値となった。

  ③ 今後の株価の行方について   
アメリカの利下げと日本の利上げで日米の金利差が縮まると、円が買われて
円高になる。そのスピードが緩やかであれば株価上昇への影響は小さいが、
急激に進むと企業業績に影響が出てくるため、株価上昇にブレーキがかかる
恐れがある。

解 説のポイント
解 説のポイント
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後はJ-FLECの活動を通じて、学校現場の先生方を支援して参り
ます。
　なお、J-FLECのウェブサイトでは、これまで提供して参りました各
種教材の申し込みを受け付けるほか、順次、金融経済教育のため
のコンテンツ等が掲載・拡充される予定です。2024年8月以降は、
J-FLECウェブサイトをご利用いただきますよう、お願いいたします。
◉J-FLECウェブサイトURL ：

www.j-flec.go.jp
※金融経済教育推進機構（J-FLEC）は、幅広い年齢
層に向け、国民各々のニーズに応えた金融経済教育の
機会を官民一体で全国的に拡充していくことを目的に設
立された認可法人です。

レインボーニュース 終了のお 知らせ
教育関係者向け情報誌「レインボーニュース」
は、本 55号をもって終了することとなりました。
2006年の創刊以来、長きにわたりご愛読いた
だき、心より厚く御礼申し上げます。

【2024年6月再開】
東京証券取引所

「小中高生向けレクチャーと見学」
　小中高生向けの東京証券取引所の施設見学、及びレクチャー
がセットになった人気の講座が、2024年6月より再開します。
　ニュースでも見る施設を実際に訪れて見学し、学んでみませんか。

◉所要時間 90分 
◉対     象 小学5年生～高校生（5名以上40名まで）
◉費     用 無料 ※事前予約が必要です。

日本 証 券 業 協 会 の
金 融・証 券 教 育支 援 事 業 の

移 管 等について
本協会では、これまで中立・公正な立場から学校向けに金融・証

券教育支援事業（教材提供、ウェブサイト公開、セミナー開催、講
師派遣等）を行って参りましたが､ 去る4月5日に設立された金融経
済教育推進機構（J-FLEC）※の本格稼働（2024年8月予定）に合
わせて、これらの事業は、J -FLECに移管されることとなりました。ま
た、証券知識普及プロジェクトが提供してきた学校向け教材や動画
コンテンツの一部もJ - FLECに移管されることになりました。移管

＿   レインボーニュースは「金融経済ナビ」 https://kinyu-navi.jp/ に掲載しています  ＿

◉ 証券知識普及プロジェクト「証券知識普及プロジェクト」は、以下の証
券団体などが参加し、公正・中立な立場で長期的・継続的に証券知識の普及・啓発を
図ることを目的に、学校における金融経済教育に役立つ各種学習教材の提供、一般
消費者向けのセミナーや講演会の開催など、多岐にわたり活動している共同事業です。
参加団体一覧／日本証券業協会  日本取引所グループ  東京証券取引所  大阪取引所
名古屋証券取引所  福岡証券取引所  札幌証券取引所  投資信託協会

欧米の格言「Don't put all your eggs in one 
basket.」を日本語訳したものだよ。たまごを一
つのカゴに盛ると、カゴを落としたとき全部割
れてしまうけれど、複数のカゴに分ければ、一
つのカゴを落としても他のカゴは影響を受けず
に済むという意味だよ。特定の商品だけに投資
をするのではなく、複数の商品に投資を行い、
リスクを分散させた方がよいという教えだね。

レインボーニュース　第55号   発行者：証券知識普及プロジェクト
お問い合わせ窓口：日本証券業協会 金融・証券教育支援センター TEL：03-6665-6767
WEB : https://www.jsda.or.jp/contact/app/Contact.php?id=43
東京証券取引所 金融リテラシーサポート部  TEL：050-3377-8988  
企画・制作：株式会社 朝日新聞出版 メディアプロデュース部

※当情報誌は全国の中学校・高等学校等へ無償で進呈しております。※本誌掲載内容は学校その
他教育機関における授業及びそれに関わる場でご利用ください。それ以外の場合は、発行者に無
断で複写、複製または転載することを禁じます。※本誌に記載している会社名、製品名、サービ
ス名等は各社の商標または登録商標です。

答え：たまご
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詳しくは JPXの Webサイト「東証Arrows見学」
ページをご覧ください。

https://www.jpx.co.jp/learning/tour/
arrows/01.html

▶お問い合わせ先
株式会社東京証券取引所
金融リテラシーサポート部 教育担当
Mail:school@jpx.co.jp

▶貯育プロジェクトの公式Xはこちら
X ： https://twitter.com/seeboncho

ちょいくせ のある、
貯育プロジェクト始動 !

　投資信託協会では、資産
形成に関心のない高校生に
向けた啓発普及活動の一環
として、「貯育（ちょいく）プロ
ジェクト」を始動しました。
　具体的には、リアルな高校
生の価値観を反映させたちょ
いくせのあるキャラクター達が
登場するコンテンツを通じて、

投
資
の
際
は
リ
ス
ク
を
分

散
さ
せ
る
べ
き
と
い
う
株

式
相
場
の
格
言
に「
●
●

●
は
一
つ
の
カ
ゴ
に
盛
る

な
」と
い
う
も
の
が
あ
る

よ
。
●
●
●
に
入
る
、
食

べ
物
は
？

答え：たまご

「キャラもお金も育てられる」というコンセプトを伝えていきます。
　初期段階ではあえてお金や投資要素をほぼ出さず、段階的に追加
していくことで、高校生が楽しみながら、自分のスタイルに合った多様
なお金との付き合い方について学べるコンテンツを展開予定です。

7月以降は追加コンテンツの発信や多方面のPRを予定しておりま
す。ぜひ、公式Xのフォローをご検討ください !

https://www.j-flec.go.jp/
https://kinyu-navi.jp/
https://www.jsda.or.jp/contact/app/Contact.php?id=43
https://www.jpx.co.jp/learning/tour/
mailto:school@jpx.co.jp
https://twitter.com/seeboncho



